
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 213 

令和 5年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「最新情報Ⅰ」（実教出版） 

副教材等 基礎から始める情報リテラシー （実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業は、実技（実習・課題作成）と座学（教科書内容）を行います。毎時間、教科書等を忘れず

に持ってくるようにしてください。 

・自ら調べ、考え、意見を述べることができるよう、プリントやキーワード、キーフレーズに着目

し、探究してください。 

・実技は、限られた時間内で一定の課題があります。共通の説明をしっかりと聞き、自ら積極的に

課題に取り組んでください。 

・ひとつひとつの積み重ねであるので、欠席が多いと限られた時間内で行うことが難しくなるため、

授業に出席して積極的に取り組んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活

動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主

体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1） 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を

習得するとともに、情報社会と人との関わりについての理解を深めるようにする。 

（2） 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を

適切かつ効果的に活用する力を養う。 

（3） 情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

情報と情報技術を問題の発

見・解決に活用するための

知識について理解し、技能

を身に付けているととも

に、情報化の進展する社会

の特質及びそのような社会

と人間との関わりについて

理解している。 

事象を情報とその結び付きの

視点から捉え、問題の発見・

解決に向けて情報と情報技術

を適切かつ効果的に用いてい

る。 

情報社会との関わりについて

考えながら、問題の発見・解

決に向けて主体的に情報と情

報技術を活用し、自ら評価し

改善しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元名 学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
１
章 

情
報
社
会
と
私
た
ち 

１ 情報社会 

情報社会と情報 

情報の特性 

情報のモラルと個人に及ぼ

す影響 

a: データ、情報、知識の意味と

相互の関係について説明するこ

とができる。 

b: SNSの活用など、不特定多数を

対象としたコミュニケーション

の注意点を挙げることができる。 

c: ネット依存等、情報化が個人

に及ぼす影響について考え、自ら

の情報活用について振り返り、改

善方法しようとしている。 

定期テスト 

 

定期テスト 

プリント 

ワークシート 

 

プリント 

ワークシート 

2 情報社会の法規と権利 

知的財産 

情報の利用と公開 

個人情報の保護と管理 

a: 知的財産権の概要について説

明することができる。 

b: 著作物を法にしたがって適切

に利用する方法を説明すること

ができる。 

c: 知的財産を適切に活用し、イ

ンターネット等で調べようとし

ている。 

定期テスト 

 

定期テスト 

ワークシート 

 

ワークシート 

観察 

3 情報技術が築く新しい社会 

社会の中の情報システム 

情報技術と課題解決 

a: POSシステム、電子マネー、電

子決済の仕組みを説明すること

ができる。 

c:社会の中の情報システムにつ

いて、興味や関心を持っている。 

定期テスト   

プリント 

観察 

第
２
章 

メ
デ
ィ
ア
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

 

３ 情報デザインの実践 

文書の作成 

プレゼンテーション 

Webページ 

a: 文書の基本的なレイアウト、

文字のフォントやスタイルなど

について理解するとともに、実際

に報告書やレポートを作成した

り、プレゼンテーションのための

スライド等の資料を作成するこ

とができる。 

b:プレゼンテーションソフトを

用いてわかりやすいスライド資

料を作成し、適切かつ効果的にプ

レゼンテーションを行うことが

できる。 

c: 説得力のあるプレゼンテーシ

ョンを行うため、スライドの作成

やリハーサルに取り組み、フィー

ドバックを行いながら、よりよい

プレゼンテーションになるよう

粘り強く準備を進めている。 

課題作品 課題作品 

発表 

振り返りシ

ート 

課題作品 

発表 

振り返りシ

ート 

観察 
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２
学
期 

１ メディアとコミュニケーション 

メディアの発達 

メディアの特性 

コミュニケーションの形態 

インターネットのコミュニケーシ

ョン 

a: メディアの機能について

説明することができ、文字、図

形、音声、静止画などの各表現メ

ディア、情報メディア、伝達メデ

ィアの特性についてそれぞれ説

明することができる。 

b: コミュニケーションの形態や

特性を考え、コミュニケーション

の目的に沿った方法を選択する

ことができる。 

c: 自らのメディア活用について

振り返り、より効果的な表現や情

報伝達ができるように改善しよ

うとしている。 

定期テスト 定期テスト 

ワークシート 

 

ワークシート 

プリント 

観察 

２ 情報デザイン 

社会の中の情報デザイン 

情報デザインの工夫 

a: Webアクセシビリティ、ユーザ

ビリティの意味について説明す

ることができる。 

b: 情報バリアフリーやユニバー

サルデザインについて、身近な例

を挙げることができる。 

c: 効果的なコミュニケーション

や問題解決のために、主体的に情

報を整理したり、わかりやすく伝

達したり、操作性を高めたりする

努力をしようとしている。 

定期テスト 定期テスト 

ワークシート 

 

ワークシート 

第
３
章 
シ
ス
テ
ム
と
デ
ジ
タ
ル
化 

１ 情報システムの構成 

コンピュータの構成と動作 

ソフトウェアとインターフェース 

a:コンピュータの構成や計算の

仕組みについて説明することが

できる。 

b:コンピュータの計算の仕組み

について、順序立てて説明するこ

とができる。 

c:コンピュータが計算する仕組

みについて興味・関心を持ち、粘

り強く理解しようとする。 

定期テスト 定期テスト  

ワークシート 
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２ 情報のデジタル化 

アナログとデジタル 

2進数と情報量 

演算の仕組み 

数値と文字の表現 

数値の計算 

音声の表現 

静止画と動画の表現 

情報のデータ量 

 

a:論理回路による演の説明、2 進

数・10 進数・16 進数を相互に変

換でき、音声や画像のディジタル

化するための原理を説明するこ

とができる。 

b: 2 進数・10 進数・16 進数を用

い、目的に応じて適切に情報量を

表現できる。圧縮率から圧縮効率

を判断することができる。 

c:データ量の計算について関心

を持って取り組もうとしている。 

定期テスト 

確認テスト 

 

定期テスト 

確認テスト 

プリント 

 

 

プリント 

ワークシート 

第
４
章 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

１ 情報通信ネットワーク 

ネットワークの構成 

情報通信の取り決め 

Webページとメールの仕組み 

転送速度とデータ圧縮 

a:通信方式の種類やその違いに

ついて、インターネット通信の階

層構造、各プロトコルの働きにつ

いて、 IPアドレス、ドメイン名、

ルーティングの基本的な仕組み

や働きについて説明することが

できる。 

b:目的に沿って、LAN を構成する

情報機器の接続を適切に考える

ことができる。 

c:インターネットの仕組みやサ

ービスに興味・関心を持ち、問題

の解決に向けて、個人あるいはグ

ループでネットワークの活用に

ついて検討しようとしている。 

定期テスト 定期テスト 

ワークシート 

 

ワークシート 

２ 情報セキュリティ 

脅威に対する安全対策 

情報セキュリティの確保 

安全のための情報技術 

a:情報セキュリティの３つの基

本的な考え方について、メッセー

ジの送受信、デジタル署名、電子

認証などに応用されている暗号

化の方式と仕組みについてそれ

ぞれ説明することができる。 

b:マルウェアや不正アクセスな

どの情報セキュリティの脅威に

対する対策について適切に判断

し、対処することができる。 

c:暗号化などの理解のもと、安全

に情報を送受信するための仕組

みを実際に活用しようとしてい

る。 

定期テスト 定期テスト 

プリント 

 

 

プリント 

ワークシート 
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第
５
章 

問
題
解
決
と
そ
の
方
法 

１ 問題解決 

問題解決 

問題の発見 

問題の明確化 

解決案の検討 

解決案の決定 

解決案の実施と評価 

a:問題の発見、分析、解決、整理、

解決の評価について理解する。 

b:それぞれにおいて、適切に選択

し、検討のための資料作成がで

き、最適な解決案を決断して決定

できる。 

c:問題解決の結果を振り返り、積

極的に自己評価や相互評価を行

い、改善を図ろうとしている。 

小テスト 

 

 

小テスト 

ワークシート 

 

ワークシート 

２ データの活用 

データの収集と整理 

データ分析と表計算 

データの可視化 

データ分析の手法 

データベースとは 

a:表計算ソフトで統計処理に用

いる関数を活用してデータを処

理することができる。 

b:問題解決の目的に応じて、デー

タをグラフ等で適切に可視化し

て表現する力がある。 

c:問題解決のためのデータ活用

に関する取り組みを、データ分析

の方法や分析結果の妥当性につ

いて、自己評価や相互評価で振り

返り、改善しようとしている。 

課題作品 課題作品 

ワークシート 

振り返りシ

ート 

課題作品 

ワークシート 

振り返りシ

ート 

３ モデル化 

モデル化とシミュレーション 

モデルの分類 

モデル化の手順 

モデル化の手法 

モデル化をする時の注意 

a:モデル化の基本的な手順につ

いて説明することができる。 

b:モデル化の目的を明確にして

適切にモデルの構造を決定し、モ

デルを数式などで表現すること

ができる。 

c:作成したモデルに対し、目的を

達成しているかの観点でモデル

の改善に努めようとする。 

小テスト 

 

小テスト 

ワークシート 

振り返りシ

ート 

 

ワークシート 

振り返りシ

ート 

観察 

４ シミュレーション 

シミュレーションの実際 

モンテカルロ法 

モデル化とシミュレーションに

よる問題解決 

a:シミュレーションの意義や方

法について説明することができ

る。 

b:表計算ソフトの関数を適切に

選択・活用して、確率的モデルの

シミュレーションをいくつか実

行することができる。 

c:表計算ソフトで実施したシミ

ュレーションを再計算したり、パ

ラメータを変更して再度シミュ

レーションを行ったりするなど、

試行錯誤してシミュレーション

の結果を分析し、評価しようとし

ている。 

課題作品 

ワークシート 

振り返りシ

ート 

 

課題作品 

ワークシート 

振り返りシ

ート 

 

課題作品 

ワークシート 

振り返りシ

ート 

観察 
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※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 

３
学
期 

第
６
章 

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

１ プログラミングの方法 

アルゴリズムとその表記 

プログラミング言語 

a:フローチャート、アクティビテ

ィ図、状態遷移図の描き方を理解

し、アルゴリズムの基本制御構造

（順次、選択、反復）の違いにつ

いて説明することができる。 

b:基本制御構造（順次・選択・反

復）を適切に用いて、簡単なアル

ゴリズムを表現できる。 

c:プログラミング言語に興味を

示し、実際に自ら活用している。 

小テスト 

ワークシート 

振り返りシ

ート 

 

小テスト 

ワークシート 

振り返りシ

ート 

 

 

ワークシート 

振り返りシ

ート 

観察 

２ プログラミングの実践 

プログラミングの実践 

関数を使用したプログラム 

探索と整列のプログラム 

a: 変数を使用して選択構造や反

復構造のプログラムを作成する

ことができる。 

b: 問題解決のアルゴリズムにし

たがって、基本制御構造を使用し

て適切かつ効率的にプログラム

を作成することができる。 

c: 問題解決のためのアルゴリズ

ムを考え、粘り強く試行錯誤しな

がらプログラムを作成すること

ができる。 

小テスト 

課題作品 

 

小テスト 

課題作品 

発表 

ワークシート 

振り返りシ

ート 

 

 

 

課題作品 

発表 

ワークシート 

振り返りシ

ート 

観察 


